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【目的】 
臨床看護師を対象に新人看護師へのほめ言葉と自分が新人期にほめられた体験について
の調査をし、臨床看護師が新人看護師にどのような場面でどのようなほめ言葉を用いてい
るのかと、新人期の体験との関連性について検討した。  
【方法】 
Ａ県内の協力の得られた臨床看護師 134 名を対象に無記名自記式質問紙調査を実施。調
査は、実践場面を想定した新人看護師へのほめ言葉と自分が新人期にほめられた体験を想
起してその内容の記述を依頼した。ほめ言葉の内容は 8つの個性的能力（AIQ：Academic IQ、
CIQ：Creativity IQ、DIQ：Dexterity IQ、EIQ：Empathy IQ、JIQ:Judgment IQ、MIQ：Motivation 
IQ、PIQ：Personality IQ、L&F IQ：Leader ship & Flower ship）の観点から分類した。
内容分類されたほめ言葉の出現数をχ 2 検定を用いて分析。有意水準 p＜0.01 とした。実
施にあたっては、研究者の所属する大学の倫理委員会の承認を得た方法を遵守し、研究の
主旨、協力の自由等説明した。  
【結果】 
対象者の平均臨床経験年数は 11.2±5.9 年、職位は主任（副主任を含む）22 名、スタッ
フナース 105 名、無記名 7 名、プリセプターの経験の有無については、有 101 名、無 33
名であった。新人看護師へのほめ言葉の総記述数は 631、平均記述数 4.7±2.1 であった。
ほめ言葉の内容分析は、ほめ言葉の分類総数 656 の内、AIQ105（16.0％）、CIQ19（2．9％）、
DIQ82（12.5％）、EIQ33（5.0％）、JIQ118（18.0％）、MIQ196（29.9％）、PIQ94（14.3％）、
L＆FIQ9（1.4％）であり、MIQ が有意に多かった。自分が新人期にほめられた、ほめ言葉
の総記述数は 584、平均記述数 4.4±2.2 であった。内容分析は、分類総数 529 の内、AIQ60
（11.3％）、CIQ23（4.4％）、DIQ35（6.6％）、EIQ12（2.3％）、JIQ52（9.8％）、MIQ189（35.7％）、
PIQ148（28.0％）、L＆FIQ10（1.9％）であり、MIQ が有意に多かった。誰にほめられたか
については、上司 17.3％、プリセプター24.8％、スタッフナース 35.7％、患者・患者家族
8.9％、友人・家族など 4.0％、誰とはいえない 9.2％でスタッフナースが有意に多かった。  
【考察】 
ほめることは、自己肯定感や自尊感情を高め、自己研鑽意欲を向上させる効果が期待さ
れる。今回の調査では、多くの看護師が新人看護師に対して、モチベーションを高めるほ
め言葉を用いていた。また、人柄など人格面のほめ言葉が多く、新人看護師にとっては自
尊感情を高め、自分が承認されている感覚を得ることができると考えられた。このことは
新人看護師の職場への帰属意識を高める効果が期待できる。又、ほめる際は、場面を示し
た具体的なほめ言葉の記述が多く、適切な場面で、適切なほめ言葉を用いてほめていると
判断された。新人期に誰にほめられたかについては、スタッフナースからが最も多く、お
互いをほめ、認め合う職場環境があり、良好な人間関係の反映とみることができる。つい
で、プリセプターナース、上司が多く、指導者が新人看護師をほめて育てる教育実践の成
果と考えることができる。  
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